
介
護
施
設
と
住
民
が
コ
ラ
ボ 

先
日
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
防
災
ク
ラ
ブ
が

小
高
坂
地
域
の
中
に
で
き
ま
し
た
。 

名
称
は
「
さ
ざ
な
み
防
災
ク
ラ
ブ
」
、
代
表
者

は
地
元
の
３
０
代
青
年
実
業
家
、
事
務
局
に
は

介
護
施
設
職
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

ト
イ
レ
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
体
験 

第
１
回
目
の
取

組
は
高
知
市
・
地
域

防
災
推
進
課
さ
ん

に
来
て
も
ら
い
、
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や

簡
易
ト
イ
レ
の
設

置
に
つ
い
て
学
び
、

作
り
方
も
皆
で
体

験
し
ま
し
た
。 
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お元気ですか 
 

 

             梼原町長は「牛を飼い、

山で暮らせるモデルを作 

りたい」と。津野町長は 

「山焼きの人手が不足、

天狗高原の管理も大変」

と苦労を語る。 

先日、県議会で視察に行くが、どの地域も町単独で

は成り立たない。県や国の役割が問われていると痛感

した。帰る道、四万十町出身の女性からメールが来た、

８０代の父がお米を作っているがもう限界だと。 

 彼女は稲刈りの手伝いに帰るたび、先祖から繋いで

きた田んぼがまた減り、雑草に埋もれていくと言う。 

継ぎたい気持ちはあるが、決断できない。一人では厳

しい世界で、助け合う人も減っている現実。追い打ち

をかける様に県は今年の４月から親元で就農する 50

歳～64 歳への支援を打ち切った。中山間に移住する

ハードルが一段と高くなったのだ。50代は働き盛り、

宝の存在、県が足を引っ張る様な事は、やめて欲しい。 

おたまじゃくし

無料 生活・法律相談会  

☆９月１５日 午前 10時～12時  
新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

☆９月１８日 午後 18時～20時  
あぞの事務所 南拓人・弁護士 

＊あぞの予約先：０９０－１１７１－４１５６ 

「
成
果
不
十
分
」
６
８
％ 

大
き
く
新
聞
報
道 

 

特
に
地
方
は
人
口
減
少
対
策
に
苦
労
を
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
国
が
１
０
年
も
や
っ
て
き
た
「
地
方
創
生
」
政
策

の
効
果
に
つ
い
て
、
共
同
通
信
が
全
国
の
県
や
市
町
村
に
対
し

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
（
回
答
９
３
％
） 

 

報
道
に
よ
る
と
人
口
減
少
対
策
の
「
地
方
創
生
」
で
効
果
が

不
十
分
と
回
答
し
た
自
治
体
は
６
８
％
、
そ
の
理
由
と
し
て

「
自
治
体
単
独
で
は
限
界
」
と
の
回
答
が
７
３
％
と
最
も
多
い

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
回
答
の
中
に
は
、「
自
治
体
間
で
人
口

の
奪
い
合
い
」、
「
国
が
責
任
を
も
っ
て
進
め
る
べ
き
課
題
だ
」

と
の
声
が
相
次
い
で
い
ま
す
。 

 

国
が
人
材
育
成
、
子
育
て
支
援
に
責
任
を 

 
県
内
で
は
県
と
２
４
市
町
村
が
人
口
減
少
対
策
は
十
分
に

出
来
な
か
っ
た
と
回
答
、
限
界
を
感
じ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
南
国
市
は
「
医
療
費
や
給
食
費
無
償
化
な

ど
子
ど
も
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
も
の
は
全
国
一
律
に
な
る

よ
う
に
制
度
化
し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
声
は
全
国
知
事
会
や
市
長
会
か
ら
長
年
出
さ
れ
て
き

た
意
見
で
す
。
国
こ
そ
が
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

建
築
現
場
も
賃
金
を
上
げ
よ
！ 

ゼ
ネ
コ
ン
は
コ
ロ
ナ
後
、
資
材
高
騰
の
中
で
も
儲
け
て
い
ま

す
が
、
労
働
者
の
賃
金
に
は
十
分
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

例
え
ば
、
大
和
ハ
ウ
ス
・
積
水
ハ
ウ
ス
・
大
東
建
託
の
３
社

の
利
益
剰
余
金
は
２
０
１
４
年
で
１
兆
１
，
８
６
２
億
円
か
ら

２
０
２
３
年
度
の
３
兆
４
，
２
６
８
億
円
へ
、
こ
の
９
年
間
で

約
１
８
９
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
３
社
の
現
場
労
働
者

の
日
額
賃
金
は
１
万
７
，
４
２
７
円
か
ら
１
万
９
，
５
０
７
円

と
９
年
間
で
約
２
千
円
、
１
２
％
の
増
加
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

地
方
で
も
建
設
業
会
の
人
手
不
足
は
深
刻
で
す
。
大
企
業
は

儲
け
を
働
く
者
の
賃
金
に
し
っ
か
り
投
資
す
る
べ
き
で
す
。 

企
業
に
物
言
え
な
い
自
公
政
権
の
や
り
方
を
つ
づ
け
て
も
、

地
方
や
労
働
者
の
暮
ら
し
は
良
く
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
賃
金
へ
還
元
が
で
き
る
政
策
へ
、
転
換
が
必
要
で
す
。 

少子化、人口減少、若者流出、東京一極集中など、根本原因は？ 国でしょ！ 

全国自治体調査 国の取組 効果見えず 地方は限界 

ゆる～い 防災クラブ 誕生 
＝ 顔の見える関係をつくろう ＝ 


